






自給自足に近い生活をしている
エンベラ族。木とヤシの葉で築い
た住居に複数の家族が暮らす

　
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
幅
が
最
も
細
く

な
っ
て
い
る
地
峡
に
位
置
す
る
パ
ナ
マ
。

運
河
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
流
通
経
済
が

盛
ん
で
、
首
都
の
パ
ナ
マ
市
は
世
界
各
国

の
銀
行
が
集
ま
る
金
融
都
市
と
し
て
機
能

し
、
そ
の
海
岸
沿
い
に
建
ち
並
ぶ
高
層
ビ

ル
街
は
香
港
や
ド
バ
イ
を
彷
彿
さ
せ
る
。

２
０
０
４
年
以
降
は
、
年
率
６
〜
７
％
の

高
い
経
済
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
観
光
業

も
盛
ん
で
、
コ
ロ
ニ
ア
ル
調
の
歴
史
都
市
、

要
塞
跡
、
熱
帯
雨
林
で
の
自
然
探
索
、
先

住
民
居
住
区
へ
の
訪
問
の
人
気
が
高
い
。

　
国
の
総
人
口
約
３
８
６
万
人
の
う
ち
、

先
住
民
は
７
％
ほ
ど
を
占
め
る
。
マ
ヤ
や

イ
ン
カ
の
よ
う
な
古
代
文
明
は
繁
栄
し
な

か
っ
た
が
、
先
住
民
は
狩
猟
や
漁
、
農
耕

な
ど
、
原
始
的
な
生
活
を
営
ん
で
き
た
。

今
日
の
パ
ナ
マ
で
は
、
主
に
、
東
部
の
密

林
地
帯
に
エ
ン
ベ
ラ
族
、
西
部
の
山
岳
地

帯
に
ノ
ベ
ブ
グ
レ
族
、
カ
リ
ブ
海
沿
岸
や

島
々
に
ク
ナ
族
が
暮
ら
し
て
い
る
。
彼
ら

の
多
く
は
パ
ナ
マ
政
府
か
ら
自
治
権
を
得

て
、
独
自
の
生
活
を
営
ん
で
き
た
。

　
と
い
え
ど
も
、
自
給
自
足
の
生
活
だ
け

で
は
成
り
立
た
な
い
。
例
え
ば
、
ク
ナ
族

は
布
を
縫
い
合
わ
せ
た
モ
ラ
と
い
う
民
芸

先
住
民
と
都
市
の
風

世界遺産に登録されたパナマ歴史地区の中心に建つカテドラル。近年の治安対策が功を奏して観光客が増えてきた

都市部の公園で遊ぶ子どもたちは明るく、陽気な表情を見せてくれる

歴史地区で絵画を描く男性。コロニアル調の街並みを題材にした作品は観光客に人気だ

市内の民家で弁当を売る女性。歴史地区にも
庶民生活の光景が見られる
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品
を
作
り
、
都
市
部
へ
売
り
に
行
っ
て
い

る
。
首
都
の
市
街
地
で
、
伝
統
衣
装
を
着

た
ク
ナ
族
の
女
性
を
見
掛
け
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
。
ま
た
、
彼
ら
が
居
住
す
る
カ

リ
ブ
海
の
サ
ン
・
ブ
ラ
ス
諸
島
に
は
、
民

宿
の
よ
う
な
宿
泊
施
設
が
数
多
く
あ
り
、

観
光
客
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
私
が
サ
ン
・

ブ
ラ
ス
諸
島
を
訪
れ
た
と
き
は
、
シ
ュ
ノ

ー
ケ
リ
ン
グ
が
で
き
る
無
人
島
ま
で
ツ
ア

ー
ボ
ー
ト
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
ほ
か
、

彼
ら
の
住
居
を
見
学
さ
せ
て
く
れ
た
。
ク

ナ
族
は
必
要
最
低
限
の
物
資
で
、
質
素
な

生
活
を
し
て
い
る
よ
う
だ
。

伝統衣装を着て首都パナマ市の街中を歩くクナ族の女性。民芸品の販売などのため、カリブ海の島々から出稼ぎに来ている

チャグレス川の上流域にあるエンベラ族の集落。首都から
100kmも離れていないが、都市部とは別世界のようだ

観光客向けに伝統舞踊を披露するエンベラ族。
女性たちによる踊りが受け継がれている

羽ばたきながら花の蜜を吸うハチドリ。体長10cmほどで熱帯雨林に生息する

太鼓を演奏して訪問客を出迎えるエンベラ族。男性が演奏して女性
が踊るのが一般的だ
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一
方
、
密
林
地
帯
に
暮
ら
す
エ
ン
ベ
ラ

族
の
生
活
は
と
て
も
原
始
的
だ
。
パ
ナ
マ

運
河
に
注
ぐ
チ
ャ
グ
レ
ス
川
の
上
流
域
に

彼
ら
の
集
落
が
あ
り
、
首
都
か
ら
日
帰
り

ツ
ア
ー
で
訪
問
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ

こ
は
熱
帯
性
の
気
候
な
の
で
、
エ
ン
ベ
ラ
族

の
装
い
は
局
部
を
布
で
覆
う
程
度
の
裸
に

近
い
状
態
だ
っ
た
。
雨
を
し
の
ぐ
屋
根
が

あ
る
だ
け
の
住
居
で
、
電
気
や
水
道
は
な

い
。

　
エ
ン
ベ
ラ
族
は
一
見
、
自
給
自
足
の
生

活
を
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
実
は
ツ
ア
ー

料
金
の
一
部
が
彼
ら
に
支
払
わ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
集
落
で
は
原
始
的
な
生
活

ぶ
り
を
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
光
収

入
を
得
て
い
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　
帰
り
道
に
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
か
ら
衝
撃
的

な
話
を
聞
い
た
。
ま
だ
パ
ナ
マ
運
河
が
米

国
の
統
治
下
だ
っ
た
１
９
６
０
年
代
、
駐

留
し
て
い
た
米
軍
兵
に
、
エ
ン
ベ
ラ
族
が

密
林
で
の
生
活
方
法
を
伝
授
し
た
と
い
う
。

こ
れ
が
後
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
生
か
さ
れ

た
そ
う
だ
。
つ
ま
り
エ
ン
ベ
ラ
族
は
、
彼
ら

の
意
図
で
は
な
い
と
し
て
も
、
間
接
的
に

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
協
力
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
近
年
は
、
麻
薬
と
の
関
係
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
国

境
を
接
す
る
パ
ナ
マ
は
、
コ
カ
イ
ン
の
密

輸
経
路
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
コ

ロ
ン
ビ
ア
の
麻
薬
組
織
が
パ
ナ
マ
の
先
住

民
に
協
力
さ
せ
て
、
自
治
区
を
経
路
と
し

て
利
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
パ

ナ
マ
の
治
安
当
局
は
、
基
本
的
に
先
住
民

自
治
区
を
捜
索
で
き
な
い
の
で
、
そ
れ
を

う
ま
く
悪
用
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
だ
。

当
然
な
が
ら
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
麻
薬
組
織

か
ら
先
住
民
へ
闇
の
協
力
費
が
支
払
わ
れ

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
パ
ナ
マ
の
先
住
民
の
多
く
は
、
都
市
部

の
経
済
発
展
と
は
対
照
的
に
、
大
地
に
根

差
し
た
生
活
を
営
ん
で
き
た
。
麻
薬
密
輸

に
関
わ
る
者
も
い
る
の
は
事
実
だ
が
、
そ

れ
は
ご
く
一
部
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
。
今

後
も
パ
ナ
マ
の
先
住
民
た
ち
に
は
、
安
泰

な
生
活
を
自
ら
守
り
続
け
て
ほ
し
い
も
の

だ
。

さ
か
ぐ
ち 

と
お
る

著
述
家
。中
南
米
の
大
半
の
国
を
訪
れ
て

取
材
し
、旅
行
ガ
イ
ド
誌
な
ど
の
編
集
に

も
携
わ
る
。著
書
に『
キ
ュ
ー
バ
音
楽
紀
行
』

（
東
京
書
籍
）、『
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
鉄
道
の

旅
』（
彩
流
社
）な
ど
。公
式
サ
イ
トw

w
w
.

sakaguchitoru.com

ち
き
ょ
う

ほ
う
ふ
つ

よ
う
さ
い

旧市街の歴史地区から見た高層ビル街。2010年以降、ビル建設が急増
している

熱帯の地に暮らす彼らは裸に近い格好をしている。原始的に見えるが、子どもたちの発育状態も悪くはない
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品
を
作
り
、
都
市
部
へ
売
り
に
行
っ
て
い

る
。
首
都
の
市
街
地
で
、
伝
統
衣
装
を
着

た
ク
ナ
族
の
女
性
を
見
掛
け
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
。
ま
た
、
彼
ら
が
居
住
す
る
カ

リ
ブ
海
の
サ
ン
・
ブ
ラ
ス
諸
島
に
は
、
民

宿
の
よ
う
な
宿
泊
施
設
が
数
多
く
あ
り
、

観
光
客
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
私
が
サ
ン
・

ブ
ラ
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諸
島
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き
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ュ
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Item
華やかなパレードは、観光客にも大人気だ

　毎年２月、華麗な衣装の参加者が繰り広げるにぎやかなパレードと
して日本でも知られるカーニバル。ここ、パナマでも、毎年、４日間にわ
たって繰り広げられる盛大なカーニバルは、地元の人たちの楽しみと同
時に、観光の目玉の一つとなっている。 各町で2人の女王が競い合う

カーニバル
盛大なお祭りといえば

鶏肉とヤム芋のスープ
パナマの家庭料理といえば

パナマの文化を
知ろう！

　南米の国々の食文化は互いによく
似ている。同じような料理でも、入れる
具材や料理の手順、付け合わせなど
の違いに、その国らしさが表れる。
　スペイン語で「煮込む」という意味の
「サンコーチョ」もそんな料理の一つ。
中南米で広く親しまれているスープで、
パナマでは鶏肉とヤム芋を入れるのが
一般的だ。地域によっては、キャッサバ
やトウモロコシ、ニンジンなどを入れるこ
ともある。日本のみそ汁のように、各家
庭でもレシピが異なるという。

　パナマの人々は、よくお昼時に主食
の白米と一緒にサンコーチョを食べ
る。白米のほかにも、豆やジャガイモ、
青いバナナをスライスし、つぶして揚げ
たものなども主食とされていて、レストラ
ンで料理を注文すると、「コン・ケ（一緒
に食べる主食は何にしますか）？」と聞
かれる。
 食欲をそそるニンニクの香りと濃厚な
味が特徴のサンコーチョ。お昼のメニ
ューにぜひ加えてみてはいかがだろう
か。

【RE C I P E】

鶏肉ぶつ切り１羽分／玉ネギ2
個／ニンニク7個／オレガノ小
さじ1杯／コリアンダー6枚／山
芋（ヤム芋の代用）500g／水3
リットル／塩・コショウ適量

玉ネギ、ニンニク2個、コリアンダーをみじん切りにし、山芋は大きめに切っておく。
鶏肉に塩・コショウで下味を付け、刻んでおいたニンニク、玉ネギと一緒に肉の表面が白くなるまで炒めたら、水を加えて沸騰
させる。
沸騰したら、みじん切りにしておいたコリアンダーと一緒に、オレガノ、山芋、残りのニンニク5個を入れて弱火で煮込む。ニン
ニクは切らずにそのまま入れる。
加熱しすぎて山芋が崩れないよう注意しながら調理し、山芋が柔らかくなったら、塩・コショウでスープの味を調えて出来上がり。

❶
❷

❸

❹

●材料（8人前）

取材協力：パナマ野生ラン保護活動グループ（COSPA）

写真提供：パナマ観光局
取材協力：パナマ大使館

　パナマのカーニバルは、金曜日の夜に始まる。各地の地方都市や
町では、それぞれ2人の「女王」が戴冠し、火曜日まで毎日、昼と夜の２
回、町の大通りの両端からパレードを行う。2人の女王は、それぞれの
美しさやドレスの華やかさを競いながら、道の中央に向けて行進するの
だ。日曜日には伝統的なドレス「ポリェラ」をまとった女性たちのパレード
も行われる。最終日となる火曜日にカーニバルは最高潮を迎え、日付が
変わった水曜日の深夜、イワシの「葬
式」で幕を閉じる。
　カーニバルは、復活祭前約7週間の
断食（四旬節）というカトリックのならわ
しと関連している。キリスト教徒は四旬
節には肉とお酒を我慢して節制し、そ
の前日となる火曜日にぜいたくをして食
材を食べ切る習慣があった。今日のパ
ナマでも、火曜日には音楽をかけ、派
手にカーニバルを祝うが、四旬節が始
まる「灰の水曜日」になると一転、町は
静けさに包まれ、人々はお酒を絶って
平穏に過ごす。

地球ギャラリー
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新 着 情 報

B  OOK

会期：２月６日（土）、７日（日）10時～17時
会場：関テレ扇町スクエア、北区民センター、扇町公園（いずれも大阪市）
問：ワン･ワールド･フェスティバル実行委員会事務局
TEL：06-6944-0407
URL：www.interpeople.or.jp/owf

2014年／ドイツ・フランス・イタリア・ロシア・カナダ・ポーランド・トルコ
／2時間18分
監督：ファティ・アキン
出演：タハール・ラヒム、シモン・アブカリアン、マクラム・Ｊ・フーリほか
公開：12月26日より角川シネマ有楽町、YEBISU GARDEN CINEMAほか
　　  全国順次公開
URL：www.bitters.co.jp/kietakoe/
配給：ビターズ・エンド

『ワン・ワールド・フェスティバル』
関西の主要なNGO・NPOをはじめ、政府系機関、国際機関、企
業、教育機関などが一堂に会する国際協力イベント。各団体の活
動紹介のほか、地球規模や地域社会が抱える課題を分かりやすく
伝えたり、課題解決のための活動や国際理解・異文化理解を促進
したりするためのプログラムも豊富だ。今年のテーマは、「新しい場
所で、出会い・ふれあい・学びあい」。ワークショップや民族音楽＆ダ
ンスステージ、各国の料理が楽しめる「みんなのキッチン」など、世
界についてさまざまな角度から学べる２日間だ。

E  VENT

M  OVIE B  OOK

『クロスロード』
カメラマンのアシスタントとして目標のない日 を々過ごしていた
沢田樹。ある日、ふと漏らした仕事への疑問が、彼を青年海外
協力隊へと導く。無事、試験に合格した沢田は、研修所でボラ
ンティアに懐疑的な自分とは正反対の、優秀で熱意に満ちた
青年、羽村和也と出会う。青年海外協力隊事業50周年を記
念して作られた同名映画のノベライズ。映画では描かれなかっ
たエピソードも追加されている。

この本を
5人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

吉岡逸夫 著
ＫＫロングセラーズ
1,500円（税込）

『生徒の生き方が変わるグローバル教育の実践』
生徒や子どもと一緒に世界について学びたい。でも、どうすれ
ばいいのか――。授業実践や研究で多くの賞を受けた著者
が、その経験を基に、生徒に生きる喜びを与えるアクティブ・
ラーニングを提案するのがこの本だ。実際の生徒たちの声や
実例を数多く織り込み、生徒の人生を豊かにする授業を作る
ヒントが満載。この本を片手に、教育への新たなアプローチを
見つけてほしい。

石森広美 著
メディア総合研究所
1,944円（税込）

『消えた声が、その名を呼ぶ』
1915年、オスマン・トルコ。鍛冶職人のナザレットは、アルメニア人
であるがゆえに、突然、軍の兵士に連行され、灼熱の砂漠で奴隷の
ように働かされる。そして、強制労働の末に言い渡されたのは、問答
無用の処刑。ナイフで喉を刺されたナザレットは、奇跡的に生き延び
るも、声を失ってしまう。しかし、わずかな希望を胸に、離れ離れになっ
た娘たちを探す旅に出る――。多くの犠牲者を出したアルメニア人
虐殺を題材に作られた本作。声を失った男が深い絶望を乗り越える
壮大な旅路を描く。

○c Gordon Muhle/ bombero international
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① ケニアのランチョンマット
② 書籍『クロスロード』 （p37参照）
③ 書籍『生徒の生き方が変わる グローバル教育の実践』
　  （p37参照）
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丈夫で長持ち 自然生まれの工芸品

©Yuki Asada©Yuki Asada
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　ケニアの首都ナイロビから車で約１時
間。山に囲まれたのどかな町、マチャコス
が見えてくる。雨が少ないこの町では、農
業で安定した収入を得ることが難しく、古
くから住民の副業として、サイザル製のバ
スケットが作られてきた。多年生植物のサ
イザルは、葉の表面を剥ぐと、中から白く
光沢のある繊維が現れる。耐久性や通気
性に優れたこの繊維が、10年、20年先ま
で長持ちする製品を生み出すのだ。
　ところが近年、外国製の安価な商品が
出回るようになってからというもの、地元
で作られたバスケットを買う人は減少して
しまった。より安定した収入を求めて、マ
チャコスを離れる若者も増えている。
　働く意欲がある人たちに雇用の機会を
提供したい――。そんな思いから2013年

に設立された株式会社アンバーアワーが
考えたのが、織り機の導入だった。「現
地の伝統的な作り方が、実は織りと同じ
構図であることが判明したのです」と岡
本ひかる副代表は話す。
　工房の女性たちは、織り機の扱いはほ
ぼ未経験だったが、この１年半で見る見る
うちに上達。生産性が上がり、品質のば
らつきも無くなった。主力製品のバスケッ
トとブックカバーに加え、今年からランチ
ョンマットの販売も始める予定だ。
　「現地のスタッフから、収入が増えて子
どもの教育費を払えるようになったと聞
いたときは、うれしく思いました」と岡本
副代表。ケニアのサイザル製品には、地
域の素材、熟練した技術、そして、人々の
熱意が込められている。

★ランチョンマットを６人にプレゼント！
　  →詳細は38ページへ

ケニア

織り機を使ってランチョンマットを作る女性たち。スタッフ
のほぼ全員が農村部の出身だ

★商品は「アンバーアワー」オンラインショップ
　 （www.amberhour.com/）を通じて購入可能。

マチャコス

©Yuki Asada
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　私は四国八十八箇所霊場の一つ、大
宝寺の近くで生まれ育ちました。子ども
心にお遍路さんへのお接待を見て、困っ
た人を助けることを自然に覚えたのです。
「仮面ライダー」が人気となってからは、
全国のサイン会に招かれてお礼をいただ
くことがよくあり、それを児童養護施設な
どに届けていました。ただ、喜んでもらえ
るのがうれしかったのですが、後々、そ
れがボランティアだと聞きました。
　その後、縁あって世界の紛争地や難民
キャンプに物資を届けるようになりまし
た。海外で支援活動をする団体の人に、
「難民の子どもに会える」と言われ、難民
の子どもたちの現実を知りたいという想
いに駆られ世界に向かったのです。そこ
で、悲惨な状況を目の当たりにしました。
修羅場を体験し、阿鼻叫喚の世界を見
て、知らなければ良かったと思うこともあ
ります。でも、知ってしまった以上、社会
に伝える使命があると感じています。
　世界の飢餓人口は現在、８億人。一日
あたり４万人、東京ドームを満員にするだ
けの人が亡くなっています。難民キャン

プを訪れ、餓死した方々の遺体、いつ餓
死するかも分からない子どもたちを見て
いると、自分が生きているのがどれだけ
奇跡的なことかを身に染みて感じ、自分
のちっぽけさにも気付くことができまし
た。親を失って心を閉ざしていたけれ
ど、一週間ほどの滞在で私を慕うように
なってくれた現地の子どもたち。けれど、
日本に連れて帰りたいと思っても、かな
いませんでした。子どもたちのその後は、
今も気掛かりです。
　未来をつくるのは子どもたちです。子ど
もたちは愛されて育てば、人に愛を返せ
るようになります。逆に、傷つけられて育
った子どもは恨みを持って育つのです。
子どもたちは見るもの全てを学んでしま
います。子どもと向き合う大人が変われ
ば、世界は変えられるのです。できれば
民族も国境も超えて、世界が力を合わせ
て子どもたちを育てていくべきでしょう。
たとえば難民の子どもたちを日本で育て
て、いつか故郷に返してあげることがで
きれば、世界への貢献になります。
　一方、若い人たちには、もっと世界に足

を踏み入れ、現実をその目で見てほしい
と思います。傍観者をやめ、探検の旅に
出るのです。現代は、ネットやメディアな
どで何でも知ったつもりになれるほど情
報にあふれています。けれども、実際に
世界に出て、現実を体で感じれば、感性
は自然と研ぎ澄まされます。
　行動することで失敗やつらい思いをす
ることもありますが、それによって痛みを
知り、謙虚さと畏敬の念を持てるように
なります。日本人の素晴らしさは、礼から
始まる謙虚な気持ちと尊敬の念、感謝の
心、他人への思いやり、愛の心です。世界
のあらゆる場所で、他人の痛み・苦しみ
に涙を流し、心のふれあいを通して、まさ
に心情の世界が始まっていく事を信じて
やみません。

私の 未来を担う子どもたちに、愛を

俳優、武道家   藤岡 弘、

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で 検索

PROFILE 
1965年に松竹映画にてデビュー。71年「仮面ライ
ダー」で一躍ヒーローに。映画「日本沈没」、テレビ
「特捜最前線」など主演多数。また、ハリウッド映画
で主役を務めるなど、アクション俳優として映画界を
けん引してきた。武道家としても知られる一方で、国内
はもとより紛争地域や、難民キャンプにて支援活動を
精力的に行なってきた。2015年、芸能生活50周年
を迎え、2016年のNHK大河ドラマ「真田丸」では本
多忠勝を演じる。

FUJIOKA Hiroshi
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